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CA 製品リファレンス 

このマニュアルが参照している CA の製品は以下のとおりです。 

■ CA JARS® DSA Resource Management Option 

■ CA MICS® Resource Management (CA MICS) 

■ CA NetSpy™ Network Performance 

■ CA Network and Systems Management（CA NSM） 

■ CA NSM NetMaster® Option 

■ CA OPS/MVS® Event Management and Automation (CA OPS/'MVS EMA) 

■ CA Service Desk 

■ CA Easytrieve® Report Generator （CA Easytrieve Report Generator） 
 

CAへの連絡先 

テクニカル サポートの詳細については、弊社テクニカル サポートの Web サイト

（http://www.ca.com/jp/support/）をご覧ください。 
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第 1 章： 既存機能の拡張 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

USERMOD の CAIRIM 制御ステートメントへの置換 (P. 7) 

RACF サイトに必要なカスタマイズの変更 (P. 7) 

CAISDI/els と CAISDI/med のインターフェースの統合および機能の追加 (P. 10) 

データ セットの変更 (P. 11) 

CA Common Services でパッケージされた CA Easytrieve Report Generator (P. 
12) 
Datacom/AD (P. 12) 

 

USERMOD の CAIRIM 制御ステートメントへの置換 

"旧リリースでは、CA Common Services for z/OS のインストール後、RACF 製品の

ために CAISSF を使用しているクライアントはユーザ修正（USERMOD）をインス

トールする必要がありました。 この変更では、CAS9RACL および CAS9SAFC に埋

め込まれたクラス テーブルの更新も必要です。 

このリリースでは、そのユーザ修正は CAIRIM 初期設定ルーチン内の制御ス

テートメントに置換されます。 インストール後、カスタマは既存ユーザ修正で任

意の RACF クラス テーブル値も識別し、CAIRIM 制御ステートメントを使用して必

要なパラメータをコーディングします。 手順については、「インストール ガイド」を
参照してください。 クラス テーブル エントリを必要とする新しい CA 製品がインス

トールされていない限り、これは 1 回のみの変更です。 
 

RACF サイトに必要なカスタマイズの変更 

CA Common Services のこのリリースでは、RACF を使用してサイトに対してカスタ

マイズが実行される方法に変更がありました。 

RACF を使用しない場合、または CAS9SAFC または CAS9RACL のいずれでも 

RACF セキュリティ テーブルをカスタマイズしていない場合は、このセクションをス

キップしてください。 
 



RACF サイトに必要なカスタマイズの変更 
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CA Common Services は以前にロード モジュールとサンプル ソース コードの両

方として CAS9SAFC と CAS9RACL を配布しました。 特定のニーズを満たすために、

これらの 2 つのモジュール内でセキュリティ テーブルを変更できました。 これら

のモジュールは配布されなくなり、セキュリティ テーブルはモジュールから削除

されました。 CAIRIM は、現在では動的にセキュリティ テーブルを作成するように

なっています。 CAIRIM には、動的テーブルのカスタマイズに使用できる新しい

パラメータがあります。 テーブルにカスタマイズの詳細については、「インストー
ル ガイド」で「RACF カスタマイズ用の CAISSF」を参照してください。 また、セキュ

リティ製品がアクティブではない場合に CAS9INIT が CAISSF を初期化する方法

については、「Administration Guide」を参照してください。 
 

選択したパラメータ ライブラリ内にメンバを作成します。 メンバ名は、ユーザの

社内基準に合ったものであれば構いません。 デフォルトのライブラリは 

CAI.CAW0OPTN です。また、デフォルトのメンバ名は RACFLIST です。 CAS9 プロ

シージャには以下の DD ステートメントが含まれます。 

//*CAIRACF DD  DISP=SHR,DSN=&CAW0OPTN(RACFLIST) 

ステートメントのコメントを外し、ユーザの要件を満たすために DSN とメンバ名を

更新します。 
 

動的なテーブルには、以下のエントリが含まれます。 

 

CA ソリューション クラス名 変換されたクラス名 FASTAUTH CICS で使用 

ACAPPL AC@PPL   

ACCBPROC AC@BPROC   

ACDIALOG AC@DLG   

ACLIST AC@LST   

ACMSG AC@SG   

ACPANEL AC@ANEL   

ACREPORT AC@EPORT   

ACSQL AC@QL   

CAADMIN CA@DMIN YES  

CACCFDSN CA@SNCCF   

CACCFMEM CA@EMCCF   

CACMD CA@MD YES YES 
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CA ソリューション クラス名 変換されたクラス名 FASTAUTH CICS で使用 

CADDS CA$DS YES  

CADOC CA@OC   

CALENDAR CA@ENDAR YES  

CALIBMEM CA@IBMEM   

CAREPORT CA@EPORT YES  

CATAPE CA@APE YES  

CAVAPPL CA@APPL   

DATETAB DA@ETAB   

DCTABLE DC@ABLE YES  

DFTABLE DF@ABLE YES  

DOCVIEW DOCVIEW YES  

DRTABLE DR@ABLE YES  

DSTABLE DS@ABLE YES  

DTADMIN DT@DMIN YES  

DTSYSTEM DT@YSTEM YES  

DTTABLE DT@ABLE YES  

DTUTIL DT@TIL YES  

DUC TD$CTRN YES  

DXTABLE DX@ABLE YES  

JOBNAME JO@NAME   

MICCMD MI@CMD YES  

OPCMD OP@MD YES  

PANEL PA@EL YES  

RECIPID RE@IPID YES  

SCHEDULE SC@EDULE   

STATION ST@TION   

SUBMIT SU@MIT   

UNVEDIT UN@EDIT   
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CA ソリューション クラス名 変換されたクラス名 FASTAUTH CICS で使用 

UNVRPRT UN@RPRT   

UNVPGM UN@PGM   

VMANAPPL VM@NAPPL   

VTRMNODE VT@MNODE   

過去に行ったカスタマイズに基づいて、必要に応じ制御ステートメントでテーブ

ルを更新します。 
 

例 

CACMD が今後 fast RACF チェックをサポートせず、CICS の CAADMIN を使用す

るように変更するには、以下の制御ステートメントを使用してメンバを作成しま

す。 

RACFCLASS  CACMD,CA@MD,FASTAUTH=NO 

RACFCLASS  CAADMIN,CA@DMIN,FASTAUTH=YES,CICS=YES 
 

CAISDI/els と CAISDI/med のインターフェースの統合および機能

の追加 

新規アプリケーションが追加され、既存の CAISDI/els （イベント ライブラリ サポー

ト）および CAISDI/med （MVS Event Director）インターフェースに拡張機能が提

供されました。 CAISDI/els および CAISDI/med の機能が組み合わせれ、常駐ア

ドレス空間で実行される 1 つのアプリケーション（CAISDI/elmds）になりました。 
 

CAISDI/elmds は、CAISDI/els および CAISDI/med を使用する CA 製品に以下の

機能を追加します。 

■ CA 製品は潜在的に、チケットを "更新" および "クローズ" できるようになりま

した 。 

■ CA 製品は潜在的に、チケットを作成したコンポーネントの識別において、よ

り多くの詳細を提供できます。 

■ CAISDI/elmds が初期化できるのは、 CAISDI/soap Server または Service 

Desk のいずれかが利用可能ではない場合です。 

■ トレーシングとメッセージングは単一の SYSOUT に統合され、診断に役立つ

ようにスピンすることができます。 
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■ 新規メッセージは、WTO のメッセージとして示された  CAISDI/els および 

CAISDI/med メッセージを置換します。 WTO メッセージとしても書き込まれる

ように個別のメッセージを指定できる場合、メッセージ ファイルが配信されま

す。 既存の WTO メッセージを、WTO で表示されないように変更できます。 

■ CAISDI/els サポート用に縮小された CSA （共通ストレージ領域）使用状況が

あります。 
 

データ セットの変更 

CAW0PLD データ セットをシステム linklist へ追加するのが必須になりました。 CA 

Common Services for z/OS の前リリースでは、CAW0PLD データ セットをオプショ

ンでシステム linklist に追加できました。 

注： CA Common Services for z/OS r14.1 には BASE および OPTIONAL コンポー

ネントのみが含まれます。 LEGACY および MFNSM コンポーネントは CCS v14.0 

レベルのままになります。 データ セットの観点から、この構成は、CCS v14.0 を使

用している場合は、継続して CCS v14.0 の低レベル修飾子 CCCS* および 

CNSM* データ セットを使用することを意味します。 実行中の低レベル修飾子 

CAW0* データ セットのみを CCS r14.1 レベルの CAW0* データ セットに置換しま

す。 
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CA Common Services でパッケージされた CA Easytrieve Report 
Generator 

CA Common Services for z/OS（CCS）リリース 14.1 以降、インストール プロセスが

異なる別の製品として、CA Easytrieve Report Generator は CCS でパッケージン

グされるようになりました。 この再パッケージにより、複数の CA Easytrieve Report 

Generator インストールの必要性がなくなり、それらのインストールを管理および

メンテナンスする手間が省けました。 

アクティブな CA Easytrieve Report Generator r11.6 ライセンスがある場合、CCS 

でパッケージングされるコピーをインストールする必要はありません。 製品機能

はすべて利用可能です。 アクティブなライセンスがなく、CA Easytrieve Report 

Generator を必要とする CA 製品を実行している場合は、CCS でパッケージング

されるコピーをインストールします。 製品機能は、他の CA 製品で配布されるジョ

ブをレポートする CA Easytrieve Report Generator の実行に制限されます。 

CA Easytrieve Common Service ジョブを実行するために使用する JCL にマクロ ラ

イブラリ用の DD ステートメントが含まれる場合、このライブラリの DD 名は通常 

PANDD ですが、そのマクロ ライブラリの DSN はそのジョブで使用される実行可

能ファイル ライブラリの DSN に対応する必要があります。 マクロ ライブラリおよ

び実行可能ファイル ライブラリは、CA Easytrieve Report Generator の同じインス

トールからである必要があります。 
 

Datacom/AD 

CA Common Services for z/OS r14.1 は、Datacom/AD r14 で動作するように設計

され、テストされます。 CA Common Services for z/OS r14.1 は、Datacom/AD r12 

でも動作します。 詳細については、「Readme」を参照してください。 

「インストール ガイド」に記載されている展開手順は、Datacom/AD r14 を考慮し

て完全に改訂されています。  

この手順を使用する場合は、CA Common Services for z/OS の前リリース以来変

更がないかどうか情報をよく確認してください。 
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